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‘確信と絆で作ろう、希望の未来へ！！ 今日より一歩’
「奉仕を通じて平和を」

2013年3月7日（木）
週報 / VOL.54 No.33（通巻2579）

1. 真実かどうか　2.みんなに公平か　3. 好意と友情を深めるか　4.みんなのためになるかどうか

本日の累計  27,500円（計7名　8件）〔お誕生日お祝い　429,240円　  皆出席表彰　50,000円　  その他　1,679,609円　　累計額　2,158,849円〕

ありがとうございました

−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−  島　公造 会長　　会長報告
　皆さんこんにちは。橋本クラブの石脇さんようこそ我がクラブにメイキャップ有り難うござい
ます。先週例会欠席どうもすみませんでした。１９日午後１１時３０分のフライトでタイへ出張、昨
日帰ってきました。タイ景気は良く日本人もすごく住んでいます。今回は日本の商社と自動車部
品の会社５社それに日本人のレストラン６軒行ってきましたが考えられないくらいの増産設備。
増産に次ぐ増産と商社においては１０年前まで１０人程だったのが今は８０名。日本レストランは大

入り。僕は昭和４０年代日本が好景気だった頃を思い出すくらいの良さでした。これをどうして日本でできない
かを今後日本人が考えなければいけない、そう思いつつ帰途につきました。

ニ ニコ箱コ
野井　　晋さん 皆さまと会えてホッーとしています。

谷口　文利さん 本日、早退させて頂きます。

笹島　良雄さん 岡畑さん今日は、忙しい中ようこそ、来席下さいました。

堀岡　忠男さん マルチプル・ポール・ハリス・フェローを頂きましてありがとうございます。

島　　公造さん 岡畑さん本日の卓話ありがとうございます。

山本　進三さん 和歌山県警岡畑さま本日は卓話よろしくお願いします。

乾　　敦雄さん 妻に素敵なお花ありがとうございます。

阪神タイガース応援団一同

●卓話「メタンハイドレードについて」
 当クラブ会員　野井　晋さん

●ピアノ演奏� 中井　利枝さん
思いでのアルバム（本多　鉄磨）
旅立ちの唄（桜井　和寿）

本日の例会� 3月7日（木）

−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−  山本　進三 幹事　　幹事報告
下記のお知らせ・案内が来ましたので回覧します。
　・国際ロータリー年次大会参加旅行のご案内パンフレット
　・国際ロータリー２６４０地区より、ロータリーレート変更のお知らせ　１ドル＝９２円
　・和歌山東南ロータリークラブより、１月度プログラム予定表

２月２７日（水） Ｒｏｔａｒｙ Ｅ-ｃｌｕｂ Ｓｕｎｒｉｓｅ ｏｆ Ｊａｐａｎ  吉田  篤生　３月３日（日） 和歌山アゼリアＲ.Ｃ.  島  公造、山本  進三
３月３日（日） 海南西Ｒ.Ｃ.  村田  昌之　３月４日（月） 和歌山アゼリアＲ.Ｃ.  内畑  瑛造、角谷  芳伸、黒田  純一、吉田  篤生

メイキャップ情報  （敬称略）

●卓話「青少年犯罪の現況」
 和歌山県警察本部　岡畑　好紀さん

●ロータリーソング� 中野　久生 会員
「日も風も星も」

●ビジター報告� 樫畑　友洋 親睦委員長
橋本Ｒ．Ｃ．　石脇　正雄さん

前回の例会� 2月28日（木）

●卓話「会社の業容について」
 当クラブ会員　吉田　篤生さん

次回の例会� 3月14日（木） 

出 席 報 告 会員数 ４５名（内出席規定適用免除会員１７名） 　乾　敦雄 Ｓ．Ａ．Ａ．
皆さん、出席してください。

2月28日（本　日） 29名 78.4％ 2月14日（メーキャップ後） 31名 86.1％ （欠席者5名）

ロータリー財団より表彰
堀岡　忠男さん　マルチプル・ポール・ハリス・フェロー（２）

赤井　雅哉さん　ポール・ハリス・フェロー

おめでとうございます！

−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−− 和歌山県警察本部　岡畑　好紀さん　　卓　　話 「青少年犯罪の現況」
　和歌山県の少年の非行状況については、平成１６年をピークに平成２１年を除いて毎年減少して
おり、窃盗などの刑法犯で検挙補導された少年は、平成１６年には１，４２５人でしたが、平成２４年
には７３５人と約半数になっています。このように減少した原因については、警察の行う犯罪総合
抑止対策や各機関・団体等の少年健全育成の施策、地域住民の少年の見守り活動、少子化など様々
な要因によるものと考えられます。

　警察の少年対策としましては、犯罪の認知件数を上げている街頭犯罪の中で、主として少年による犯罪である

自転車盗やオートバイ盗などを徹底して検挙するとともに、関係機関や皆様方のボランティアの力をお借りし
て、ともに駅やスーパーなどの駐輪場等の警戒パトロールや鍵かけ促進等の盗難防止啓発を行って犯行を予防し
たり、またこれらの犯罪を起こさせないために小中学校で非行防止教室を実施して、少年の規範意識を高めるな
ど検挙と防止の両輪で行いました。
　しかし、少年犯罪が減少しても少年問題には課題が多く、犯罪の検挙者のうち４分の１が少年であることや、
検挙された少年の３人に１人が繰り返し非行を行う再犯者であり、また検挙補導される少年のうち高校生より中
学生の方が多くなり、犯罪少年の低年齢化が顕著になってきています。低年齢少年の規範意識の低下は、将来に
おける犯罪の増加に繋がることが懸念されます。
　一方、悪意を持った大人により少年が被害者となる新しい事件も発生し、携帯電話やスマートホンを使った児
童ポルノ事件の被害や、出会い系サイトを利用した児童買春、ライン機能を使った少年のグループ内でのもめ事
など、携帯電話は便利なもので今ではなくてはならないものになっていますが、使い方を知らない、誤った使い
方をしている子どもたちが被害者や加害者になっているのです。
　子どもは、教えなければ何が悪いことなのか、何が犯罪になるのか等分からないのです。学校では道徳の時間
が少なくなり、人間としてすべきことやしてはならないことを知らない子どもが多くなり、自分の本能のままに
したことが正当なこととして思ってしまうのです。また、子どもより教育が必要な保護者が増えているような気
がします。家庭教育力の低下により、学校の先生も大変だなと気の毒に思うことがあります。
　少年の非行防止と健全育成は国民みんなの願いであり、警察も皆様方のご協力をいただいてこれからも力を尽
くして参りたいと考えておりますので、どうかよろしくお願いします。ありがとうございました。


